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研究成果の概要（和文）：　東京大学大学博物館に収蔵された標本には、２０世紀初頭に海外から輸入された標
本が多く現存する。それらは、来歴等の歴史的な情報が残されている一方、技法構造に関する情報は、非常に乏
しい状況にある。本研究は、国内に輸入された学術標本の中でも、イギリスから輸入された標本について、ヴィ
クトリア&アルバート美術館の収蔵品を参考に調査しつつ、技法材料の研究を進めることを目的とした。また実
践的な制作を実施し、研究成果の具体的な公開発表に努めた。研究成果の一部は、ヴィクトリア&アルバート美
術館にて開催された「Lustrous Surfaces」展にて公開され、加えて、ドイツにおいても同様に研究成果を発表
した。

研究成果の概要（英文）：Among the specimens in the collections of the University Museum, the 
University of Tokyo (UMUT), many items were imported from abroad in the beginning of the 20th 
century. Although historical information on their origin is available, little is known about their 
technical structure. The aim of this research is to analyze the technical and material properties of
 specimens imported from England, by comparing them with the collections of the Victoria & Albert 
Museum. While conducting this research, I actually produced works so that the fruits of this 
research could be presented to a wide public. The fruits of this research were partially exhibited 
at the “Lustrous Surfaces” exhibition held at the Victoria & Albert Museum, as well as in Germany.

研究分野：文化財保存学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
国内に現存する文化財は、様々な種別があり保存、修復に対するアプローチも様々である。合成樹脂を使用する
修復技術は、樹脂の開発も含め西洋からの輸入に頼る部分も多くある。近年では、膠や漆等の伝統的な材料も少
しずつ使用されており、制作された風土に合う材料が適している場合もある。しかし、研究対象とする学術標本
は、生産国と保存する国が異なるケースがあり、超域的に研究を進めなければならないと考える。本研究におい
て、国際的に複数の研究機関が持つ共通の課題を、学術標本を通じて研究していくことは、学術的な意義がある
だけでなく、展覧会を通じた社会的な貢献を目指すことも出来る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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ヴィクトリア＆アルバート美術館内レプリカ収蔵室	 	 	 Lustrous	Surfaces 展展示会場部分	

	

	

	

	 	 	 	 西洋で使用される木材加工の道具	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 イギリスでの石彫工房風景	

	 	 （使用される道具の違いから、標本に用いられる技法、構造の違いへと推察を広げることが出来る。）	

	

	

イギリス製学術標本、石膏製標本
　　　　　連携型研究

東京大学総合研究博物館 ヴィクトリア＆アルバート美術館

研究成果

申請者

これまでの 12 カ国を含む様々な博物館、研究機
関での展事公開活動による国際ネットワーク

研究成果展示公開　日本•イギリス
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Tokyo-Berkeley Symposium "Forms in Nature and Art" 
https://www.ms.u-tokyo.ac.jp/~kohno/conference/FNA2018/ 
インターメディアテク 
http://www.intermediatheque.jp 
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